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技術開発力と社会実装力の両輪強化により持続的成長を果たす

世界のパートナーと共に社会課題を解決するイノベーティブカンパニーへ
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社　　是

科学技術で
社会に貢献する

経営理念

「人と地球の健康」への
願いを実現する

　本年は創業150周年という当社にとって特別な年であり、上半期には世界各地
で様々なステークホルダーの皆様と共に喜びを分かち合い、御礼を申し上げる
ことができました。当社が次の50年、100年と科学技術で社会に貢献し続ける
ために、当社グループの夢と努力を結集し、さらなる成長を目指してまいります。
　また、本年は現中期経営計画の最終年度でもあり、各施策を着実に推進し目標
達成を目指すとともに、次期中期経営計画の策定にも取り組みます。株主の皆様
におかれましてはより一層のご支援ご指導を賜りますようお願い申し上げます。

2025年12月
代表取締役 社長 山本 靖則

営業利益 営業利益率
実績
業績予想

売上高

2023年度実績 

5,119億円

728億円

2024年度実績 2025年度業績予想
※2025年11月上方修正

 2025年度 業績予想

売上高 5,450億円
営業利益 720億円
営業利益率 13.2％

5,390億円

717億円

14.2%14.2%
13.2%13.2%13.3%13.3%

業績推移

（新予想※）
5,450億円

（新予想※）
720億円

（前回予想）
5,150億円

（前回予想）
580億円

　第163期上半期（2025年4月1日から2025年
9月30日まで）の業績及び今後の見通しをご報告いた
します。

当上半期の業績
　当上半期の世界経済は、米国の関税政策の影響に
よる景気の下振れリスクや中国経済での民需停滞に
よる景気不振に加え、ウクライナや中東情勢の緊迫
化等の地政学リスクもあり、先行きの不透明な状況
が続きました。
　このような状況の下、計測機器事業では、その他の
アジア地域(注)の医薬品市場や北米の臨床検査市場な
ど、成長分野への販売を強化しました。また、AI・ロボ
ティクスの活用や操作性向上を実現した新製品を積
極的に投入し、ソリューション提案力の強化に取り組
みました。医用機器事業では、健康寿命の延伸及び医
療従事者の業務効率化に向け、画像解析にAIやIoT技
術を融合した新製品の市場浸透施策を展開しました。
産業機器事業では、キーコンポーネントの提供を通じ

て生成AI分野など先端半導体製造に貢献するため、
製造装置向けターボ分子ポンプの販売強化とアフ
ターサービスの拡充を推進しました。航空機器事業
では、より安全で快適な飛行環境を目指し、防衛や民
間航空機向け搭載品の需要拡大を捉えた事業展開を
行いました。
　以上の結果、当上半期の業績は、円高進行による押
し下げを受けたものの、売上高は2,563億4千2百
万円(前年同期比2.0％増)となりました。営業利益は
売上高の増加等により315億8千万円(同4.5％増)
となりました。経 常 利 益は3 1 3億4千9百 万 円(同
10.4％増)、親会社株主に帰属する中間純利益は
236億3千万円(同10.9％増)となりました。

今後の見通しと当社の取り組み
　ロシア・ウクライナおよび中東の不安定な情勢の長期
化、米国の関税政策に伴う世界的な混乱や、経済安全保
障を背景とした自国優先主義の拡大、中国経済停滞の
長期化や為替の変化など、依然として不透明な経営環

第163期 上半期 連結業績ハイライト
売上高

2,563億円
前年同期比

+2.0%

営業利益

316億円
前年同期比

+4.5%

経常利益

313億円
前年同期比

+10.4%

親会社株主に帰属する中間純利益

236億円
前年同期比

+10.9%

第163期 上半期 連結業績のポイント

売上高 ◦売上高は5期連続で過去最高
◦セグメント別では計測・航空が上半期過去最高を更新

営業利益
◦営業利益は増収に伴い増益
◦セグメント別では計測・航空が増益
　航空は営業利益・営業利益率が上半期過去最高を更新 

2026年
3月期

業績予想

◦関税率改定・為替レート変更の影響を精査し、
　期初公表を上方修正

【売 上 高】5,450億円（前期比＋1.1%）
【営業利益】   720億円（前期比＋0.4％）

期初予想(売上高5,150億円、営業利益
580億円)からそれぞれ300億円、140億円
上方修正
新製品による付加価値訴求に注力

（注）その他のアジア地域 ： インド、東南アジア、韓国、台湾
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境が続くものと予想されます。その一方で、世界的に関
心が高まっている人の命と健康に関わるヘルスケア分
野や、身近に感じることが増えてきた気候変動に関わる
グリーンイノベーション分野、さらには生成AIへの対応
などで活況が続く半導体分野では、各国での投資が続く
ものと予想されます。
　このような経営環境の中、当社グループは、プラネタ
リーヘルスの追求を掲げ、「人の命と健康への貢献」、

「地球の健康への貢献」、そしてそれらを支える「産業の
発展、安心・安全な社会の実現への貢献」をミッションと
して、技術開発力と社会実装力の両輪を強化し、世界の
パートナーと共に社会課題を解決するイノベーティブカ
ンパニーとして持続的な成長を目指しています。具体的
には、以下の取り組みを進めてまいります。

① 重点事業の強化

　液体クロマトグラフ(LC)と質量分析システム(MS)、ガ
スクロマトグラフ(GC)、試験機、ターボ分子ポンプの５つ
を重点事業と定めて、新製品投入による事業拡大を図り
ます。製薬業界において、依然根強い需要がある低分子
医薬に加え、中分子・高分子医薬など様々なモダリティの
研究開発および製造に対して、LC、MSでのソリューショ
ンを提供します。さらに、世界的に規制強化が進んでい
る有機フッ素化合物(PFAS)の分析需要に液体クロマト
グラフ質量分析計を、グリーントランスフォーメーション
(GX)を目指す次世代燃料の分析用途にGCを、またEV
車両の軽量化に向けた新素材の開発用途に試験機の販
売展開を進めます。半導体分野でトップシェアを誇る

ターボ分子ポンプは、半導体製造装置に加え、太陽光パ
ネル製造装置、ガラスコーティング装置、分析計測装置
へと用途を広げ、新たな価値を追求します。

② メドテック事業の強化

　計測機器事業と医用機器事業を組み合わせ、臨床向
けトータルソリューションの提供を目指します。また、引
き続きX線画像診断にAIやIoTを活用した「イメージン
グトランスフォーメーション」戦略を展開し、事業拡大を
進めます。具体的には、健康長寿の実現を目指し、世界
のパートナーと共創して認知症や感染症に関連した研
究開発を進めるほか、パートナー企業の診断薬も活用
し、血液などの検体前処理を自動化した質量分析シス
テムの各国での認可取得と事業基盤構築を進めます。
さらに、欧州に開所した臨床MSソリューションセンター
を活用し、成功事例のグローバル展開や先端ニーズに
対応した新製品企画を加速させます。また、医療・食品・
環境分野において、検体中の微生物を迅速かつ広範に
同定し、汚染源の特定や品質・安全管理に貢献する微生
物同定ソフトウェア「MicrobialTrack」、音声認識機能
を搭載する血管撮影システムや高齢者の嚥下(えんげ)
検査用X線TV装置など、独自技術製品をグローバルに
展開します。

③ 海外事業の拡大

　海外における開発・生産・販売力の強化に取り組んでい
ます。北米では、R&Dセンターを中心に製薬や臨床など
の分野で重要顧客との共同研究・開発を進め、先端ニー
ズに対応した製品投入を進めています。中国では国産優
遇政策や設備更新プロジェクトへの対応を進めるととも
に、新たに開所した環境イノベーションセンターの活用
による環境分野への深耕を継続します。また、欧州にお

ける環境規制への対応や臨床事業のさらなる拡大、イン
ドのMake in India政策へ向けた工場建築など、現地対
応力の強化を進め、各地域特性に応じてお客様に最適な
トータルソリューションを提供していきます。

④ リカーリングビジネスの強化、拡大

　サービスでは保守やマルチベンダーサービス(注)事業
を軸に引き続き拡大に取り組み、試薬やカラム、消耗品
については業務提携やM&Aによる商材拡充と業容拡大
を推進します。これらのサービス、消耗品に装置(ハード
ウェア)を組み合わせたソリューション提供により、売上高
に占めるリカーリング事業の比率向上を図っていきます。
(注)マルチベンダーサービス：お客様が使用中の装置について、製造元を問わず、当社

による一括したアフターサービスを行なうこと

⑤ 新事業・将来事業の創出

　先端計測、革新製造、革新バイオ、脳五感、AIを注力
領域と定めて研究開発を進めています。2025年3月
に発売したストロンチウム光格子時計「Aether clock 
OC 020」、4月に発売したマルチデバイス生体計測シ
ステム「HuME」等の社会実装、CVCファンドを通じた
出資先との協業を進め、革新的技術の獲得や新規事業
の創出に取り組んでまいります。

⑥ グループガバナンスの強化

　持続的な事業成長を支え、企業価値の向上を実現す
るために、グループガバナンスの強化に取り組んでいま
す。北米、欧州、アジア、中国に設立した地域コーポレー
ト本部を通じて、人事や経理のグループ規程の周知運用
を徹底する他、内部統制体制の強化も図っています。

　株主の皆様には、今後とも引き続きご支援を賜ります
ようお願い申し上げます。

2023年度〜2025年度
中期経営計画

当
社
の
目
指
す
姿

基
本
方
針

プラネタリーヘルス
(人と地球の健康)の追求

ヘルスケア領域

マテリアル領域

グリーン領域

インダストリー領域

5つの
事業戦略

重点事業強化 
［LC、MS、GC、試験機、TMP］ メドテック事業の強化 海外事業の拡大

［北米強化］
リカーリングビジネスの

強化、拡大

新事業 ・将来事業の創出

7つの
経営基盤
強化

ガバナンスの強化

開発スピード強化 国際標準化・規制対応力の強化 グローバル製造の拡大 DX推進

人財戦略 ： 島津人の育成 財務戦略 ： 攻めの財務へ

世界のパートナーと共に社会課題を解決するイノベーティブカンパニーへ
～技術開発力と社会実装力の両輪強化により持続的成長を果たす～

コンセプト

中期経営計画 2023年4月～2026年3月
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（年度）2024 20252023
（年度）2024 20252023（年度）2024 20252023

0

前　年
同期比 2.0％増

前　年
同期比 10.9％増

前　年
同期比 4.5％増

前　年
同期比 4.8％増 前　年

同期比 6.6％増

5,450
（予想）
5,450
（予想）

720
（予想）
720

（予想）
540

（予想）
540

（予想）

300
（予想）
300

（予想）
67.0
（予想）
67.0
（予想）

4,9814,981
289289 66.066.0

5,1405,1404,9054,9054,9234,923
4,5354,535

316316

717717

302302

728728

3253252,5632,563

215215

236236

538538

213213

570570

266266

27.027.026.026.0

60.060.0

24.024.0

5,3905,390

2,5122,5122,3952,395

5,1195,119

36.036.0
74.174.1 76.476.4

10.910.9

10.710.7

12.512.5

11.911.9

31.031.0

75.475.4

58.758.758.858.8

57.957.9 56.556.5

60.260.2

12.312.3
13.313.3

12.012.0

14.214.2

13.613.6

73.173.171.471.4

143143135135

5.45.45.45.45.4

102102

4.24.24.24.24.2

売上高 2,563億円

海外売上高比率 58.7％

営業利益 316億円

営業利益率 12.3％

親会社株主に帰属する中間純利益

純資産 5,140億円

自己資本比率 76.4％
研究開発費143億円 1株当たり配当金 27.0円

上半期（純資産)
通期（純資産)
自己資本比率

236億円

上半期（売上高）
通期（売上高）
上半期（海外売上高比率）
通期（海外売上高比率）

上半期（営業利益）
通期（営業利益）
上半期（営業利益率）
通期（営業利益率）

上半期（親会社株主に帰属する中間純利益）
通期（親会社株主に帰属する当期純利益）
通期（ROA）
通期（ROE）

上半期（研究開発費）
通期（研究開発費）
通期（対売上高比率）

上半期（1株当たり配当金）
通期（1株当たり配当金）
通期（配当性向）

連結貸借対照表
科　目 当上半期末

（2025年9月30日）
前期末

（2025年3月31日）

資産の部
流動資産 4,509 4,545

固定資産 2,216 2,177

有形固定資産 1,206 1,196

無形固定資産 238 237

投資その他の資産 773 744

資産合計 6,725 6,722

負債の部
流動負債 1,355 1,513

固定負債 230 228

負債合計 1,585 1,741

純資産の部
株主資本 4,590 4,472

その他の包括利益累計額 550 509

純資産合計 5,140 4,981

負債純資産合計 6,725 6,722

連結損益計算書
科　目

当上半期
（2025年4月 1 日から

2025年9月30日まで）
前上半期

（2024年4月 1 日から
2024年9月30日まで）

売上高 2,563 2,512

売上原価 1,405 1,423

売上総利益 1,158 1,089

販売費及び一般管理費 842 787

営業利益 316 302

営業外収益 14 14

営業外費用 16 32

経常利益 313 284

特別利益 1 2

特別損失 １ 2

税金等調整前中間純利益 314 284

法人税、住民税及び事業税 70 73

法人税等調整額 7 △2

中間純利益 236 213

親会社株主に帰属する中間純利益 236 213

総資産は前期末と同水準で推移

配当のご案内

配当金のお支払いに関するお問い合わせ先

中間配当金 1株当たり27円 詳しくは当社Webサイトより
「決算短信／決算説明会資料」を
ご覧ください。

https://www.shimadzu.co.jp/
ir/library/finance.html

配当金は、2025年12月2日（火）以降お受け取りいただけます。

三菱UFJ信託銀行株式会社　大阪証券代行部

　（単位：億円） 　（単位：億円）

2

2

2

2

1

1

1

1

1POINT 上半期は増収増益2POINT

0120-094-777（通話料無料）土・日・祝日等を除く9時～17時

受取手形、売掛金及び契約資産が180億円減少しましたが、現金及び預
金が88億円、棚卸資産が80億円、投資有価証券が36億円増加したこと
などにより、総資産は3億円増加となり、前期末と同水準で推移しました。

売上高は前年同期に比べ2.0％増加し、上半期では過去最高の2,563
億円となりました。営業利益316億円、経常利益313億円、親会社株
主に帰属する中間純利益236億円となり、増収増益となりました。
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■  ターボ分子ポンプは、半導体製
造装置メーカーの中国向け事業
の減少により苦戦しましたが、AI
分野などの先端半導体やコーティ
ング製造装置向け需要は堅調に
推移しました。また中国・その他
アジア地域ではアフターサービ
ス事業が拡大しました。

■  油圧機器は、産業車両向けが北米で減少したものの、日本
ではバッテリー車への置き換え需要を捉え増加しました。

■  工業炉は、日本、中国で車載用セラミック製造向け需
要が減少しました。

計測機器事業

通 期

上半期

第163期
（2025年度）

1,681

売上高推移
（連結）
（億円）

通 期

上半期

第163期
（2025年度）

336

売上高推移
（連結）
（億円）

通 期

上半期

第163期
（2025年度）

329

売上高推移
（連結）
（億円）

3,550
（予想） 720

（予想）
700
（予想）

通 期

上半期

第163期
（2025年度）

390
（予想）

182

第161期
（2023年度）

第162期
（2024年度）

3,383

1,606

第161期
（2023年度）

第162期
（2024年度）

723

340

第161期
（2023年度）

第162期
（2024年度）

661

360

3,479 726 723

1,587 334 310

第161期
（2023年度）

第162期
（2024年度）

287
387

180
130

売上高推移
（連結）
（億円）

売上高
構成比

65.6%

売上高
構成比

13.1%

売上高
構成比

12.8%

売上高
構成比

7.1%

売上高
構成比

1.4%

医用機器事業

通 期

上半期

第163期
（2025年度）

1,681

売上高推移
（連結）
（億円）

通 期

上半期

第163期
（2025年度）

336

売上高推移
（連結）
（億円）

通 期

上半期

第163期
（2025年度）

329

売上高推移
（連結）
（億円）

3,550
（予想） 720

（予想）
700
（予想）

通 期

上半期

第163期
（2025年度）

390
（予想）

182

第161期
（2023年度）

第162期
（2024年度）

3,383

1,606

第161期
（2023年度）

第162期
（2024年度）

723

340

第161期
（2023年度）

第162期
（2024年度）

661

360

3,479 726 723

1,587 334 310

第161期
（2023年度）

第162期
（2024年度）

287
387

180
130

売上高推移
（連結）
（億円）

売上高
構成比

65.6%

売上高
構成比

13.1%

売上高
構成比

12.8%

売上高
構成比

7.1%

売上高
構成比

1.4%

その他の事業

35億円
前年同期比

34.4%増　

当上半期
連結売上高

5億円
前年同期比

197.2%増 　

当上半期
連結営業利益

336億円
前年同期比

1.2%減　

当上半期
連結売上高

13億円
前年同期比

20.6%減 　

当上半期
連結営業利益

1,681億円
前年同期比

4.7%増　

当上半期
連結売上高

234億円
前年同期比

9.8%増　

当上半期
連結営業利益

売上高
構成比

65.6%

売上高
構成比

13.1%

売上高
構成比

12.8%

売上高
構成比

7.1%

売上高
構成比

1.4%

航空機器事業売上高
構成比

65.6%

売上高
構成比

13.1%

売上高
構成比

12.8%

売上高
構成比

7.1%

通 期

上半期

第163期
（2025年度）

1,681

売上高推移
（連結）
（億円）

通 期

上半期

第163期
（2025年度）

336

売上高推移
（連結）
（億円）

通 期

上半期

第163期
（2025年度）

329

売上高推移
（連結）
（億円）

3,550
（予想） 720

（予想）
700
（予想）

通 期

上半期

第163期
（2025年度）

390
（予想）

182

第161期
（2023年度）

第162期
（2024年度）

3,383

1,606

第161期
（2023年度）

第162期
（2024年度）

723

340

第161期
（2023年度）

第162期
（2024年度）

661

360

3,479 726 723

1,587 334 310

第161期
（2023年度）

第162期
（2024年度）

287
387

180
130

売上高推移
（連結）
（億円）

182億円
前年同期比

1.0%増　

当上半期
連結売上高

36億円
前年同期比

49.0%増　

当上半期
連結営業利益

産業機器事業売上高
構成比

65.6%

売上高
構成比

13.1%

売上高
構成比

12.8%

売上高
構成比

7.1%

売上高
構成比

1.4%

通 期

上半期

第163期
（2025年度）

1,681

売上高推移
（連結）
（億円）

通 期

上半期

第163期
（2025年度）

336

売上高推移
（連結）
（億円）

通 期

上半期

第163期
（2025年度）

329

売上高推移
（連結）
（億円）

3,550
（予想） 720

（予想）
700
（予想）

通 期

上半期

第163期
（2025年度）

390
（予想）

182

第161期
（2023年度）

第162期
（2024年度）

3,383

1,606

第161期
（2023年度）

第162期
（2024年度）

723

340

第161期
（2023年度）

第162期
（2024年度）

661

360

3,479 726 723

1,587 334 310

第161期
（2023年度）

第162期
（2024年度）

287
387

180
130

売上高推移
（連結）
（億円）

329億円
前年同期比

8.7%減　

当上半期
連結売上高

46億円
前年同期比

12.8%減　

当上半期
連結営業利益

■  日本、北米、その他のアジア地域では、医薬品研究開発・品
質管理などで質量分析システムや液体クロマト分析シス
テムが増加しました。また欧州では、ヘルスケア領域の血
中薬物濃度測定、新生児スクリーニング検査、グリーン領
域の水質検査用途等で質量分析システムが増加しました。

■  中国では、民間市場
の停滞に伴い売上が
減少しましたが、政
府の経済対策を背
景に官公庁や大学向
けの需要は増加しま
した。

■  患者の安全性を向上させる新ソフトウェアを搭載した
X線TVシステムが好調に推移しましたが、日本、欧州、
中国での市況低迷により全体では減収となりました。

■  北米、その他のアジア地域では新製品効果により増加しました。

■  欧州では、東欧での官
公庁予算の執行遅延の
影響で減少しました。

■  中国では、国家標準規
格変更への対応に時間
を要し減少しましたが、
市況は回復基調にあり、
受注は増加しています。

主要地域別売上高
2024年度
上半期（億円）

2025年度
上半期（億円）

増減率（％）

日本 559 605 8.2
海外 1,047 1,077 2.9

主
要
地
域

北米 185 199 7.8
欧州 190 204 7.6
中国 348 333 △4.5

その他のアジア 226 246 9.1

主要地域別売上高
2024年度
上半期（億円）

2025年度
上半期（億円）

増減率（％）

日本 155 152 △2.1
海外 185 184 △0.4

主
要
地
域

北米 54 57 6.7
欧州 18 15 △13.3
中国 21 18 △12.5

その他のアジア 43 46 8.1

主要地域別売上高
2024年度
上半期（億円）

2025年度
上半期（億円）

増減率（％）

日本 152 125 △17.5
海外 208 204 △2.2

主
要
地
域

北米 45 39 △13.2
欧州 24 21 △15.2
中国 97 102 5.1

その他のアジア 42 42 0.4

主要地域別売上高
2024年度
上半期（億円）

2025年度
上半期（億円）

増減率（％）

日本 142 142 △0.5
海外 38 40 6.5

主要地域北米 35 36 3.4血管撮影システム
「Trinias series with SCORE Opera」

ターボ分子ポンプ
TMP-5305シリーズ

ヘリコプタ用
救助支援システム

「HeROSS」向け
情報表示装置

■  日本では、政府の防衛力強化方針により防衛分
野向け需要が増加しましたが、サプライチェー
ンの一部に課題が生じ、売上は減少しました。

■  海外では、民間航空機分野での航空旅
客需要の増加に伴い、搭載品と航空会
社向け補用部品が増加しました。

トリプル四重極型高速液体クロマトグラフ
質量分析計「LCMS-8065XE」
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大阪・関西万博 公式キャラクター ミャクミャク

微生物を利用したバイオものづくり 日本館

　当社はカネカ、バッカス・バイオイノベーション、日揮ホールディングスと共に、「微生物
を利用したバイオものづくり」に取り組んでいます。日本館では「水素酸化細菌」の活用事
例が展示されました。同細菌は水素と二酸化炭素という再生可能原料から生分解性プラ
スチックを作り、それが土や水中で分解され再び水素と二酸化炭素に戻る循環を生みだ
します。当社は多様な微生物の同時培養と分析による研究開発のスピード向上を目指し
て、3月に「バイオものづくり神戸事業所」を開所しています。

国内初の「量子もつれ」体験型企画展に
コンセプトモデルを展示 EXPOメッセ「WASSE」

　当社は、内閣府・文部科学省主催の企画展において、京都大学と協力し、量子赤外
分光を用いた未来の計測技術に関するコンセプトモデルを展示しました。量子もつれ
光子対を利用した装置を実際に動作させることで、「量子もつれ」を体験できる国内
初の試みです。量子赤外吸収分光測定が社会実装されると、医療やセキュリティ、環
境モニタリングにおいて、小型で高性能な装置を用いた様々な物質の鑑定が可能に
なります。

　「2025年日本国際博覧会」(大阪・関西万博)は、4月13日から10月13日まで「いのち輝く未来社会の
デザイン」をテーマに開催されました。コンセプトは「未来社会の実験場」であり、世界中の人々が人類の
共有課題を解決するアイデアを共創・発信する場となりました。当社も、共同企業体(コンソーシアム)の
一員としての協賛や出展協力を通じて、製品・技術を多数のパビリオンで発信しました。

当社製品・技術が大阪・関西万博で展示

島津製作所 バイオものづくり神戸事業所

けいはんな万博2025(開催期間：2025年4月13日～10月13日)に３作品を出展
　大阪・関西万博の開催に合わせて、「未来社会への貢献～次世代への解～」をテーマにした「けいは
んな万博」が、けいはんな学研都市エリアで開催されました。当社を含む100を超える企業や大学が
参加し、当社は「未来社会への貢献～次世代への解～」をテーマにした４つの催事のうち、「ロボット・
アバター・ICT」と「ウェルビーイング」で心身の健康増進を目的とした３つのロボットを出展しました。

©Expo 2025

体験型企画展に展示した量子赤外分光の
コンセプトモデル

培養肉－お肉を家庭で作る未来へ
大阪ヘルスケアパビリオン

　大阪大学、当社、伊藤ハム米久ホールディングス、TOPPAN
ホールディングス、シグマクシス、ZACROSの6者が運営
パートナーとして参画する「培養肉未来創造コンソーシア
ム」は、3Dバイオプリント技術による培養肉を展示しまし
た。2050年には世界人口が100億人に達すると予想さ
れ、タンパク質の需要が高まる中、動物から採取した細胞か
ら作られる培 養 肉
が注目されていま
す。当社は、細胞培
養工程を効率化す
る培養肉自動製造
装置の開発を進め
ています。

当社製品×京都伝統工芸
関西パビリオン

　当社は創業150周年を記念し、当社製品と京都の伝統工芸
技術を融合したコンセプトモデル4機種を製作しました。液体ク
ロマトグラフ、ガスクロマトグラフ、回診用Ｘ線撮影装置、頭部・
乳房用TOF-PET装置に、西陣織や京友禅、京漆器、金継ぎな
どの伝統工芸品を用いたあしらいを施しました。このコンセプ
トモデルは、京都府の依頼を受け、関西パビリオン・京都ゾーン
で、6月に約1週間展示されました。

伝統工芸技術を融合したコンセプトモデル4機種

アートとサイエンスの融合
「Zero Gravity Art」

フューチャーライフヴィレッジ

　京都大学土佐教授がアーティスト活動を行っているNTアソシ
エイツ、TOPPANホールディングスと当社で、体験型メディア
アート「Zero Gravity Art」を常設展示しました。無重力空間を
疑似体験するカプセル内でアート作品を鑑賞しながら、当社の光
脳機能イメージング装置

「fNIRS」を用いて脳活動
を計測します。また、マル
チデバイス生体計測シス
テム「HuME」を用いて創
造性とアートの関係性を
科学的に評価した共同研
究成果も展示しました。

来場者は、脳が最も反応したシーンと
脳活動マップを確認できる

「AGEsセンサ」の
展示・体験デモを実施 

ギャラリーWEST

　当社は、「大阪府『10歳若
返り』プロジェクト presents 
最新！カラダ見る知る体験」に
協 力 し、当 社 が 販 売 す る

「AGEsセンサ」（エア・ウォー
ター・メディカル株式会社製）
の展示・体験デモを実施しま
した。「AGEsセンサ 」は、装
置に指 先を載 せるだけで、
加齢現象や健康に関わるといわれる終末糖化産物

（Advanced Glycation Endproducts、AGE）の蓄
積レベルを計測できます。

AGEsセンサ

万博で展示された培養肉
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　世界中のチーム、お客様と共に150周年を祝う
　5月には、日本を含む世界のグループ会社、協力会社や代理店の皆様を京都にお招きし、感謝を申し上げるとともに盛大に
150周年を祝いました。また、本社・三条工場やShimadzuみらい共創ラボ(京都府相楽郡)、Shimadzu Tokyo Innovation 
Plaza（川崎市）では、従業員のご家族を招待し会社見学会を実施しました。紫野工場(京都市)では近隣住民向けの見学会を行
い、地域との絆を深めました。
　創業の精神は海を越え、イギリス、ドイツ、中国、ブラジル、マレーシアなどでも創業150周年のイベントが企画され、チーム
の絆が一層強化されました。また、海外の各種展示会では創業150周年を記念した特別ブースを出展しました。
　さらに、国内のお客様や共同研究先を対象とした記念式典を東京で開催し、これまでのご支援に感謝を伝え、信頼関係を深
める機会となりました。

　全世界のSHIMADZU社員とつながる
　当社グループの全社員が参加できるメタバース（インターネット上の
仮想空間）を開設しました。PCやスマートフォンから簡単にアクセスで
き、6言語の同時翻訳機能を搭載し、言語の壁を越えた交流を促進しま
す。島津の歴史クイズやアスレチックゲームを通じて、当社の歴史を学び
ながらデジタル空間での交流を楽しめます。社員同士が時差や距離を超
えてつながり、絆を深めることができる場となっています。

　1875年の創業以来、島津製作所は「科学技術で社会に貢献する」という社是に基づ
き、株主の皆様をはじめとする多くの方々にご支援を賜りながら企業活動を継続し、
2025年3月31日に創業150周年を迎えました。ステークホルダーの皆様に感謝を伝え、より多くの方に
当社を知っていただくため、「過去から未来へ、共感あふれる社会へ　夢をつなげる」をテーマに実施した
創業150周年記念事業の一部をご紹介いたします。

創業150周年記念事業のご紹介 　「大人の科学マガジン」とコラボレーション
　グループ会社の島津理化は、当社の祖業である教育用科学器械・設備の製造・販売を行ってお
り、Gakkenの「大人の科学マガジン」とコラボレーションし、「ウイムズハースト式感応起電機」を
発売しました。
  この感応起電機は、1883年に英国の発明家によって発表され、その翌年に創業者島津源蔵の
長男で当時15歳だった梅治郎(後の二代源蔵)が日本で初めて製作しました。この起電機は、
W.レントゲン博士がＸ線を発見した翌年の1896年に、当社がＸ線透過像の撮影に成功した際に
も用いられたもので、当社にとって象徴的な装置です。この装置は、静電誘導を利用して高電圧を
発生させるもので、140年以上経った今でも島津理化で販売されています。
  創業150周年を記念して発売されたこの起電機は、組み立て式のミニチュアキットで、二つの金
属玉の間で放電される様子を観察することができます。このコラボレーションを通して、私たちの
歴史と科学教育への情熱が多くの方々に伝わることを期待しています。

　創業150周年記念アニメーションを公開
　「創業当時の想いを過去から現在、そして未来へとつなぐ」ことを目的に、創業150周年記
念アニメーションを制作・公開しました。舞台は1877年の京都で、創業者島津源蔵が軽気球
の飛揚に挑む姿を、共に働く社員の視点から描いた約4分の作品です。公式YouTubeで、
2028年2月29日まで公開予定です。
　このプロジェクトでは、海外でも人気のある日本アニメの力を活用し、多くの方に当社を
知っていただき、親しみを抱いていただくことを目指しています。特に、挑戦の精神を象徴する
気球飛揚シーンにこだわり、当時の歴史的背景も忠実に再現しています。
　制作スタッフは、島津源蔵が住居兼本店として使用していた「島津製作所創業記念資料館

（裏表紙ご参照）」を入念に見学され、その内容を
アニメに反映されました。この作品を通じて、多くの
方々とのつながりが生まれることを願っています。

Part

3

Part

4

Part

1

Part

2

150周年記念サイトは、
こちらから

ウイムズハースト式感応起電機
（島津製作所 創業記念資料館 収蔵）

島津源蔵役

津田 健次郎さん 雨宮 天さん

島津社員役

エントランスでは当社創業者を模したイメージキャラクター
「源さん」がAIアバターとして出迎えます

 豪華声優陣が登場！

島津製作所 創業150周年記念
アニメーションは
こちらからご覧いただけます。

特別対談　音楽×科学技術 ノーベル賞受賞者対談
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その他のニュースはこちらから。
当社所属のスポーツ選手のニュースも掲載されています。

　2025年4月より、当社は関西医科大学と共同で光免疫療法の治療効果を可視
化する臨床研究を開始しました。この研究では、術前・術中・術後の正確な診断や手
技、評価の実現性を検証します。特に、腫瘍部分への薬剤集積の確認とがん細胞の
破壊の物理的証明に関しては、ヒトを対象とした世界初の試みとなります。
　当社は2003年から、米国国立衛生研究所の小林主任研究員(関西医科大学附
属光免疫医学研究所所長)と光免疫療法の効果測定に関する研究を進めてきまし
た。光免疫療法は、がん細胞に特異的に結合する抗体と感光性化学物質(IR700)
を用い、近赤外光を照射することで化学物質が活性化し、がん細胞のみを破壊する
副作用の少ない新しい治療法です。現在、日本では「切除不能な局所進行又は局所
再発の頭頸部癌」に対する治療が条件付きで承認されています。
　今後も当社の近赤外カメラシステムや質量分析システムなどを活用し、光免疫療
法の研究に貢献してまいります。

国内/ヘルスケア 関西医科大学と光免疫療法の臨床研究を開始

　2025年4月、当社の中国グループ会社の島津企業管理（中国）有限公司（SSL）は、中国科学院大学杭州高等研究院
環境学院内に「環境イノベーションセンター」を開所しました。杭州市は、多数のイノベーションを生み出す都市として知
られており、水質や土壌、大気に関する環境分析の中心地としての役割が期待
されています。
　SSLは、この杭州市に環境イノベーションセンターを設立することで、社外の研
究者と連携し、分析アプリケーションや新規応用システムの研究開発を進めます。
すでに多成分PFAS(有機フッ素化合物)の一斉分析メソッドの開発において成果を
挙げており、今後も中国市場の環境規制ニーズに応じた開発を推進していきます。
　同センター内のラボには、当社の液体クロマトグラフ質量分析計やガスクロ
マトグラフ質量分析計などの最先端機器が設置されており、これらの装置を活
用して新規開発テーマを創出し、環境分野向けのソリューション提供に取り組
んでまいります。

海外/グリーン 中国 杭州市に環境イノベーションセンターを開所

環境イノベーションセンターのラボ

近赤外光による化学
反応の進行状態を可
視化する近赤外カメラ
システム

尿や血液の分析で治療効果を確認する質量
分析システム

　2025年8月、当社はトリプル四重極型高速液体クロマトグラフ質量分析計「LCMS-8065XE」を国内外で発売しま
した。本製品は、従来の基本性能を引き継ぎつつ、感度と堅牢性をさらに向上させており、急成長するPFAS(有機フッ素
化合物)分析にも最適な装置となっています。
　PFASは数多くの製品に使用されていますが、自然環境で分解されず、水質や生態系へ影響を及ぼします。国際的に
規制が強化されており、特に飲料水中のPFASの許容基準が厳格化さ
れ、pptレベル(1兆分の１の濃度)での高感度分析が求められます。
　本製品は、当社が誇る超高速測定技術に加え、イオン源の改良等によ
り感度を大幅に向上させました。また、PFAS分析メソッドや解析ソフト
ウェアを組み合わせたトータルソリューションを提供するほか、ユーザー
支援技術によってラボと環境の負荷も低減します。
　本製品を通じて、ヘルスケアやグリーン領域における高感度PFAS分
析ニーズにも応えていきます。

国内外/新製品 新たな次元の高感度分析を実現する高速液体クロマトグラフ質量分析計を発売

　2025年9月、当社は一体型高速液体クロマトグラフ「i
アイ

-S
シ リ ー ズ

eries」の「LC-2070」「LC-2080」
の2機種を国内外で発売しました。従来シリーズの堅牢性や安定性、データの互換性を継承
しつつ、データの信頼性と作業効率を向上させています。
　装置の状態を自動でチェックする業界初の分析前自動診断機能を搭載し、装置の状態を早期に検
出します。また、オプションの「iCMP（intelligent Column Management Platform）」により、カ
ラムの使用履歴を一元管理し、過去の分析結果と比較することでパフォーマンスを確認できます。
　さらに、部品にリサイクル樹脂を採用しており、高圧バルブの交換周期の延長により、消耗
部品の使用量を削減するなど、環境負荷にも配慮しています。このほか、分析中の消費電力
を減らすことで、年間約100トン（販売目標台数の5,000台で算出）の温室効果ガスの排出量削減
を見込んでいます。
　「i-Series」はこれまで世界中の製薬企業を中心に累計約45,000台を販売しており、新
製品の投入を通じてさらなる市場拡大を目指していきます。

国内外/新製品 装置状態を自動診断する一体型高速液体クロマトグラフを発売

トリプル四重極型高速液体クロマトグラフ質量分析計
「LCMS-8065XE」

一体型高速液体クロマトグラフ
「i-Series」
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　「特別口座」では、証券市場において株式を売買できない、配当金のお受取方法が限定される
などの制約がございますので、「証券会社の口座」へのお振り替えをおすすめいたします。

株式の配当金は証券口座や銀行口座でのお受け取りがおすすめです。

■ 証券口座や銀行口座で受け取るメリット

口座振込による配当金の受領方法は、以下の２つの方法がございます。

お問い合わせ先

➡以下の株主名簿管理人までお問い合わせください。
〒137-8081 新東京郵便局私書箱第29号　
三菱UFJ信託銀行株式会社
　証 券 代 行 部　0120-232-711（通話料無料、受付時間：土・日・祝日等を除く平日9：00～17:00)

　大阪証券代行部　0120-094-777（通話料無料、受付時間：土・日・祝日等を除く平日9：00～17:00)

ホームページ  https://www.tr.mufg.jp/daikou/

お手続きは、配当金振込指定書をご提出いただくのみで完了。変更のお手続きは、以下【お問い合わせ先】へ

自動入金のため紛失やもらい忘れなし

郵便局の窓口に取りに行く必要なし

支払開始日当日に入金

ご所有の株式が「特別口座」で管理されているかご不明な株主様は、16頁の【お問い合わせ先】へご連絡ください。

お心当たりは
ございませんか？

証券会社に
口座をお持ちの
株主様

振
替
申
請
の
お
手
続
き
は
、

右
記【
お
問
い
合
わ
せ
先
】へ口座をお持ちでない

株主様

株式が「特別口座」で　
管理されている可能性が

ございます。

●証券会社に株式を預けていない

●配当金のご連絡通知に記載され
て いる株 式 数と、証 券 会 社 に
預けている株式数が一致しない

特別口座で株式をご所有の株主の皆様へ 配当金を「配当金領収証」でお受け取りの株主の皆様へ

　証券会社の口座で株式を管理されている株主様

お振り替えのお手続きについて

　証券会社に口座をお持ちでない株主様(特別口座で株式をお持ちの株主様)

➡お取引の証券会社までお問い合わせください。

○○証券 ○
○
証
券

証券会社で
口座を開設
○○証券 ○

○
証
券

①証券会社に振替申請
を行う

②三菱UFJ信託銀行に
振替申請を行う

　
お手続きは①か②を
お選びいただけます

○○証券 ○
○
証
券

1 証券口座でのお受け取り

各証券会社の証券口座で受け取る方法

2 銀行口座等でのお受け取り

ご指定の金融機関口座で受け取る方法
(個別銘柄ごとのご指定も可能です)

手間なし

スピーディー

安心・確実
窓口に
行くのは
手間だわ

忘れないか
心配だなぁ
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一般法人（株主数315名）

9,629千株（3.3%）

その他（株主数3名）

7,063千株（2.4%）
証券会社（株主数55名）
3,517千株（1.2%）

個人等（株主数38,794名）

32,820千株（11.1%）

合計
296,070,227株

金融機関等（株主数79名）

130,082千株（43.9%）
外国人（株主数760名）

112,956千株（38.2%）

■ 所有者別株式分布状況

■ 株価の推移 （東京証券取引所）

商 号 株式会社島津製作所 
Shimadzu Corporation

創 業 明治8年（1875年）3月
設 立 大正6年（1917年）9月
本 社 所 在 地 〒604-8511

京都市中京区西ノ京桑原町1番地
電話075-823-1111（代表）

資 本 金 26,648,899,574円
従 業 員 数 （単体） 3,826名

（連結） 14,753名
連結子会社数 （国内） 21社　（海外） 56社

■ 会社概要 ■ 主要な事業所

発行可能株式総数 ������������������������� 800,000,000株
発行済株式の総数 ������������������������� 296,070,227株
株主数 ���������������������������������������������������������  40,006名

■ 株式の状況

本 社 京都市中京区西ノ京桑原町1番地
支 社 東京／関西（大阪市）
支 店 札幌／東北（仙台市）／つくば／北関東（さいたま市）／

横浜／静岡／名古屋／京都／神戸／広島／四国（高松市）／
九州（福岡市）

工場／事業所 三条（京都市）／紫野（京都市）／厚木／秦野／瀬田（大津市）／
Shimadzu Logistics Center Kyoto（向日市)

研 究 所／
研 究 施 設

基盤技術研究所（京都府相楽郡精華町／京都市）
田中耕一記念質量分析研究所（京都市）
ヘルスケアR&Dセンター（京都市）
Shimadzuみらい共創ラボ（京都府相楽郡精華町）
Shimadzu Tokyo Innovation Plaza（川崎市）

1,567 1,604 1,557 1,512

1,956

1,493

3,332 3,346 3,362 3,229 3,281

3,797

3,538

3,7693,795 3,747 3,679 3,639
4,432

4,213 4,179 4,195
3,876

4,483

3,729

4,098

4,974
4,742 4,622 4,607

1,732
1,544

1,308

969
1,240 1,306

3,000

4,000

5,000

2,000

1,000

1,500

500

■当社出来高（万株）

■当社株価（円）

4 5 6 7 8 9

4 5 6 7 8 9

2025年
10 11 12 1 2 3

2025年

2024年

2024年
10 11 12 1 2 3

日本取引所グループ（JPX）と東京証券取
引所、日本経済新聞社が、グローバルな投
資基準に求められる諸条件を満たした企
業を選定する目的で2014年から公表を
開始した「JPX日経インデックス400」の
構成銘柄に10年連続で選定されています。

「JPX日経インデックス400」の
構成銘柄に選定

女性活躍推進企業「えるぼし」の
最高位3つ星に認定
厚生労働省が、女性が活躍しやすい職場
環境を備えた企業として認定している「え
るぼし」の全ての
評価項目において
基 準 を 満 た し、
2023年に最高位
である3つ星に認
定されました。

国際的な環境イニシアティブ
「RE100」に加盟
持続可能な社会の実現に貢献するため、
2021年から「RE100」に加盟し、2050
年までに事業活動で使用する電力を再生
可能エネルギー100%とすることを宣言
しました。

「DX認定事業者」に認定

経済産業省が、「情報処理の促進に関す
る法律」に基づき「デジタルガバナンス・
コード」の基本的事項に対応する企業を
認定する「DX認定事業者」に2023年に
初めて選ばれました。

「新・ダイバーシティ経営企業 100選」に選定
経済産業省が多様な人材の能力を最
大限引き出し、中長期的に企業価値向
上を実現している企業を選定する「新・
ダイバーシティ経営企業 100選」に
2019年から選定されています。

「なでしこ銘柄」に選定
経済産業省と東京証券取引所が、上場
企業の中から、業種ごとに、女性活躍を
積極的に推進する企業を選定する「な
でしこ銘柄」に選定されました。これは
2017年から通算7回目となります。

環境大臣が「エコ・ファースト企業」に認定
環境分野において「先進的、独自的でか
つ業界をリードする事業活動」を行って
いる企業として認められ、「エコ・ファー
スト企業」に2020年から認定されてい
ます。

「健康経営優良法人（ホワイト500）」
に認定

MSCIのESGレーティングで
「AA」評価獲得
米モルガン･スタンレー･キャピタル･イン
ターナショナル社のESGリサーチが提供
している世界的な評価指標MSCI ESG
レーティング(2025年)において3年連続

「 A A 」評
価を獲得
しました。

経済産業省が日本健康会議と共同で、優良
な健康経営の施策を実施している大規模
法人を認定する制度

「健康経営優良法人
（ホワイト500）」
に、制度開始から9
年連続で認定され
ています。

「FTSE Blossom Japan Index」に選定
優れたESG対応を行う日本企業を対象とした投資指数「FTSE 
Blossom Japan Index」の構成銘柄に2025年7月に選定され
ました。これにより、当社はGPIFが国内
株式を対象に採用する6つのESG指数
全ての構成銘柄に選定されております。

■ 大株主 （上位10名）

株 主 名 持株数（千株） 持株比率（％）

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 41,257 14.28

明治安田生命保険相互会社 20,742 7.18

株式会社日本カストディ銀行（信託口） 13,083 4.53

STATE STREET BANK AND TRUST 
COMPANY 505223 9,105 3.15

株式会社三菱UFJ銀行 7,672 2.65

BNYM AS AGT / CLTS NON TREATY 
JASDEC 7,609 2.63

太陽生命保険株式会社 7,041 2.44

全国共済農業協同組合連合会 6,269 2.17

STATE STREET BANK AND TRUST 
COMPANY 505103 5,756 1.99

GOVERNMENT OF NORWAY 5,457 1.89

※持株比率は、自己株式（7,060,046株）を控除して計算しております。
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島津製作所 創業記念資料館のご案内

IRメール配信サービスのご案内　　　　　　 　
当社の最新情報を電子メールで配信する
サービスです。ぜひご登録ください。
●ご登録はこちらから
https://www.shimadzu.co.jp/ir/mail.html

株主メモ
事　業　年　度 4月1日から翌年3月31日まで
定 時 株 主 総 会 6月
株主確定基準日 定時株主総会　　3月31日

期末配当　　　　3月31日
中間配当　　　　9月30日

（その他必要ある場合は、公告の上設定します。）
公　告　方　法 電子公告とし、当社Webサイトに掲載します。

https://www�shimadzu�co�jp/aboutus/ir/kk�html
ただし、電子公告によることができない事故、その他
やむを得ない事由が生じたときは、京都新聞及び
日本経済新聞に掲載します。

単 元 株 式 数 100株
株 主 名 簿 管 理 人 及 び
特別口座の口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

同 連 絡 先 三菱UFJ信託銀行株式会社　大阪証券代行部
〒541-8502  大阪市中央区伏見町三丁目6番3号
電話（通話料無料）0120-094-777
受付時間 9時～17時（土・日・祝日等を除く）

証 券 コ ー ド 7701
上場証券取引所 東京証券取引所 プライム市場

環境への配慮のため、責任
ある森林からの原料を含む

「FSC®認証紙」を使用し、
植物油を用いた印刷をして
います。

　島津製作所 創業記念資料館は、創業100年
を迎えたことを記念し、1975年に創業者であ
る初代と二代島津源蔵の遺徳を偲び開設され
ました。創業以来製造してきた理化学器械、産
業機器やX線装置ならびに事業活動に関する
資料などを展示しており、島津製作所及び日本
の近代科学技術の歩みをご覧いただけます。
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〒604-0921 
京都市中京区木屋町二条南
●TEL/075-255-0980 
●FAX/075-255-0985
●https://www.shimadzu.co.jp/memorial-museum/
※当館には、駐車場がございません。

島津製作所 創業記念資料館
（登録有形文化財）
●市バス「京都市役所前」下車徒歩3分
●京阪本線「三条駅」下車徒歩7分
●地下鉄東西線「京都市役所前駅」下車 
　2番出口徒歩3分
　（地下鉄烏丸線「京都駅」より 「烏丸御池駅」乗換）
●JR「京都駅」よりタクシーで20分

当館は事前予約制です。ご見学日の3営業日前までにお電話でご予約ください。
ご予約時もしくはご来館時に、「株主名」をお伝えいただくことで、株主様であれば同伴者3名様まで
無料でご入館いただけます。

■休 館 日／水・土・日曜、祝日、年末年始
　　　　　　（詳細はWebサイトを確認）
■入館時間／9：30～16：30（閉館17：00）
■入 館 料／大人300円  中高生200円  
 小学生以下 無料　
 団体割引（20名以上20％引）

Webサイト 
https://www.
shimadzu.co.jp

統合報告書 
https://www.shimadzu.
co.jp/ir/library/annual.html


